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九州学生卓球連盟 規約 

 

第 1 章 総  則 

(名称) 

第１条 本連盟を九州学生卓球連盟(KYUSHU STUDENT TABLETENNIS 

ASSOCIATION 以下、「九学連」という。)と称し、九州学生卓球競技団体を代

表する。 

 

(目的) 

第２条 九学連は、九州学生卓球団体を総括し、九州学生卓球人相互の親睦と団結を図り、

スポーツ精神に則って広く九州の学生に卓球の普及を計り、九学連の発展に寄与

することを目的とする。 

 

(事務所の所在地) 

第３条 九学連は、事務所を福岡市博多区比恵町３番９号に置き、各加盟校との連絡運営を

緊密に図る。 

 

(事業) 

第４条 九学連は第２条の目的を遂行するため、下記の事業を行う。 

（１）全九州学生春季卓球選手権大会兼全日本大学総合卓球選手権大会(団体の部)

予選 

（２）全九州学生秋季卓球選手権大会兼全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部)

予選及びオール西日本大学卓球選手権大会予選 

（３）全九州学生新人卓球選手権大会 

２ 前項各大会のランキングを決定し、公表する。ただし、各大会のランキング及び年

間ランキングの決定方法については内規で定める。 

 

（日学連への加盟） 

第５条 九学連は、日本学生卓球連盟(以下、「日学連」という。)に加盟する。 

 

第２章 構  成 

(構成) 



第６条 九学連は、九州の学生卓球団体によって構成される。 

 

(加盟資格) 

第７条 学校教育法に基づく大学、短期大学及び専門学校の卓球部は、九学連に加盟する資

格を有する。ただし、大学院及び通信教育の学生は除く。 

 

(加盟校の義務) 

第８条 各登録校及び選手は、原則として毎年春季大会までに所定の維持費及び登録費を

添えて、役員名簿及び加盟チーム登録選手名簿を提出しなければならない。 

 

第３章 役  員 

(役員) 

第９条 九学連に次の役員を置く。 

（１）名誉会長       1 名 

（２）名誉顧問       若干名 

（３）会  長       1 名 

（４）副 会 長       3 名以内 

（５）顧  問       若干名 

（６）参  与       若干名 

（７）監 査 役       2 名 

（８）理 事 長       1 名 

（９）副理事長       1 名 

（10）理  事       若干名 

（11）幹 事 長       1 名 

（12）副幹事長       1 名 

（13）会  計       1 名 

（14）書  記       1 名 

（15）常任幹事       若干名 

（16）幹  事       若干名 

（17）技 術 員       男子 5 名 

                  女子 5 名 

（18）審 判 長       1 名 

（19）副審判長       2 名 

 

(学生役員) 



第 10 条 前条第 11 号から第 17 号については、学生役員と称する。 

 

(役員の任務) 

第 11 条 名誉会長は、理事会に出席して意見を述べることができる。 

２ 会長は、九学連を代表し、会務を統括する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある場合はその職務を代行する。 

４ 顧問及び参与は、会長が必要と認める事項についてその諮問に応じる。 

５ 監査役は、九学連の事業及び財産並びに会計について監査する。 

６ 理事長は、理事会を運営し、議決事項を執行する。また、会長及び副会長に事故

ある場合は、その職務を代行する。 

７ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故ある場合はその職務を代行する。 

８ 理事は、九学連の議案を審議し、事業を遂行する。 

９ 幹事長は、学生役員を代表し、九学連の事務の執行と事務を統括する。 

10 副幹事長は、幹事長を補佐し、幹事長に事故ある場合はその職務を代行する。 

11 会計は、九学連の会計事務を分掌する。 

12 書記は、九学連の各会議の書記を分掌する。 

13 常任幹事は、幹事長を補佐し、九学連の運営に関わる事務を分掌する。 

14 幹事は、常任幹事を補佐し、事務を分掌する。 

15 技術員は、九州学生卓球界の技術の向上を図り、技術員会に出席する。 

16 審判長は、上級公認審判資格以上を有する者とし、九学連主催の大会における競

技上の最高の権威を有する。 

17 副審判長は、幹事長及び副幹事長がその任にあたり、審判長の補佐をする。 

 

(役員の選任) 

第 12 条 名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与は、理事会の承認を経て、会長がこれを委嘱

する。 

２ 会長及び副会長は、理事会により決定する。 

３ 監査役は、理事会の承認を経て、会長がこれを委嘱する。 

４ 理事長及び副理事長は、理事会において選出する。 

５ 理事は、理事会の承認を経て、会長がこれを委嘱する。 

６ 幹事長、副幹事長、会計及び書記は、原則として九学連事務所の所在する県 

の学生から選出し、理事会の承認を経て、会長がこれを委嘱する。 

７ 常任幹事は、九学連事務所の所在する県の学生から選出する。 

８ 幹事は、九学連事務所の所在する以外の県の学生から選出する。 

９ 技術員は、前年度秋季大会の一部校男女上位 5 校から推薦された、優秀な技術と

深い見識を有する男女各 5 名を、理事会の承認を経て、幹事長がこれを委嘱する。



ただし、技術員は九学連の登録選手とする。 

10 審判長は、開催する県の卓球協会(連盟)に一任する。 

 

(役員の任期) 

第 13 条 名誉会長、名誉顧問、顧問及び参与の任期については、特に定めない。 

２ 会長、副会長、監査役、理事長、副理事長及び理事の任期は、2 年とし留任を妨

げない。 

３ 学生役員の任期は、1 年とし留任を妨げない。 

 

(役員の補充) 

第 14 条 役員に欠損が生じた場合は、直ちに所定の手続きに従い後任を選任しなければな

らないが、その任期は前任者の残任期間とする。 

 

(学生役員の資格の失格) 

第 15 条 学生役員は、その所属する学校が九学連を脱退した時、又は本人が所属する学校

の卓球部の籍を失った時は、役員の資格を失う。 

 

(役員の改選) 

第 16 条 役員の改選は、原則として任期満了前に行う。 

 

第 4 章 機  関 

(理事会) 

第 17 条 理事会を九学連の最高議決機関とする。 

２ 理事会は、会長、副会長、監査役、理事長、副理事長、理事、幹事長、副幹事長、

会計及び書記をもってこれを構成する。なお、名誉会長、名誉顧問、顧問及び参

与は、理事会に出席して意見を述べることができる。 

３ 理事会は、会長が招集し、毎年３回(原則として５月、９月及び 11 月)開催する。

ただし、会長が必要と認めた時、又は理事会構成員の３分の１以上からの要請が

あった時は、会長は理事会を開催しなければならない。 

 

(常任幹事会) 

第 18 条 常任幹事会は、九学連の執行機関とし、かつ理事会への提出案件の立案を行う。 

２ 常任幹事会は、幹事長、副幹事長、会計、書記、常任幹事及び幹事をもってこれ

を構成する。 

３ 常任幹事会は、幹事長が招集する。 



 

(技術員会) 

第 19 条 技術員会は、九学連の競技力向上面を担当し、大会のランキングの決定並びに殊

勲賞、敢闘賞及び新人賞の選出を行う。 

２ 技術員会は、幹事長、副幹事長、会計、書記及び技術員をもってこれを構成する。

なお、他の役員は技術員会に出席して意見を述べることができる。 

３ 技術員会は、幹事長が招集する。 

 

(会議の議長) 

第 20 条 第 17 条から第 19 条の各会議は、招集者が議長となり、構成員の３分の２以上の

出席をもって成立する。やむを得ず各会議に欠席する場合は、委任状を提出する

ことができる。なお、委任状提出者は出席とみなす。 

 

(会議の議決) 

第 21 条 各会議の議決は、出席した構成員の多数決とする。なお、賛否同数の場合は議長

が決定する。 

 

(会議の公開) 

第 22 条 九学連の会議は、原則として公開とする。 

 

第５章 登録及び出場資格 

(登録) 

第 23 条 九学連に登録できる者は、第８条に定める加盟有資格校の学生とし、登録機関は

通常履修年限とする。 

２ 転入学又は編入等により、九学連に登録する場合は、変更後の登録校の通常履修

年限から変更前に既に登録した実績年数を引いた年数とする。 

３ 休学又は留学した者の登録期間は、合計登録期間が通常履修年限の超えないもの

とする。 

４ 外国人留学生の登録規定については、内規において定める。 

 

(出場資格) 

第 24 条 九学連及び日学連に所定の手続きを経て登録した者は、九学連及び日学連が主催

す大会の出場資格を有する。 

２ 停学謹慎中の者又は休学中の者は、その期間内についての出場資格はないものと

する。 



 

第 6 章 財  務 

(経費) 

第 25 条 九学連の経費は、維持費、選手登録費、新規加盟費、賛助金及びその他の収入を

もって充当する。 

 

(会計年度) 

第 26 条 九学連の会計年度は、毎年４月１日より３月末日までとする。 

 

(会費等) 

第 27 条 九学連の会費、登録費及びその他の額は、内規において定める。 

 

(決算) 

第 28 条 会計は、毎年度の決算について監査役の監査を受け、理事会に報告しその承認を

受けなければならない。 

 

第 7 章 賞  罰 

(表彰) 

第 29条 九学連の登録選手で抜群の成績を収めた者、後進の指導に不滅の功績を残した者、

又は九学連の役員で連盟の発展に著しく貢献した者に対して、理事会の議決によ

り賞状及び記念品を贈り表彰する。 

２ 表彰規定については内規において定める。 

３ 九学連主催の大会に優勝した学校及び選手に優勝杯並びに優勝旗又は優勝楯を

授与する。なお、優勝した学校及び選手は、責任をもってそれらを保管しなけれ

ばならない。 

４ 殊勲賞、敢闘賞、新人賞及び最優秀ペア賞等の選考方法については、内規におい

て定める。 

 

(除籍) 

第 30 条 加盟校が九学連に類似する団体を組織したり、又は九学連に承諾なく他の団体に

加盟した場合は除籍する。 

 

(処罰) 

第 31 条 加盟校及び登録選手が九学連の体面を汚し、又は義務を怠るなど九学連の規約及



び目的に反する行為があった場合は、理事会において処罰を決定することができ

る。 

 

第 8 章 規約改正 

(改正) 

第 32 条 本規約を改正する場合は、理事会出席者の４分の３以上の賛成を必要とする。 

 

第９章 附  則 

１．本連盟は本規約の他に内規、および事業実施細則を設ける。 

２．本規約は平成６年５月２２日より実施する。 

３．本規約は平成２３年９月８日よりこれを改正する。 

４．本規約は平成２６年５月１７日よりこれを改正する。 

５．本規約は平成２９年５月１９日よりこれを改正する。 

６．本規約は平成３０年８月２９日よりこれを改正する。 

７．本規約は令和 4 年５月２１日よりこれを改正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



九州学生卓球連盟 内規 

 

第１条 目的 

    本内規は九州学生卓球連盟規約第９章附則に基づき、同規約を補うものとしてこ

こに定める。 

 

第２条 監査役、理事長、副理事長及び理事の選任については、地域性及びリーグ編成等を

考慮して選任するものとする。 

 

第３条 外国人留学生登録規定 

    外国人が本連盟に登録する際には本連盟の所定用紙に経歴を詳細に記入し、在学

証明書と共に提出しなければならない。 

    又、外国人が本連盟に登録更新を申請する場合は、在学証明書を提出しなければな

らない。 

 

第４条 会費、及び登録費は次の通りとする。 

    １．一般会計において 

     (1) 日本学生卓球連盟登録費 

        選手登録費  1 名     1,300 円 

     (2) 九州学生卓球連盟登録費 

        維持費     一律     20,000 円 

        選手登録費  1 名     1,500 円 

 

第 5 条 段位申請料・登録料等 

    日本卓球協会の規定に基づき段位を取得する場合は、規定の申請料を各支部より

日学連に納入する。このうち 40%は段位登録加盟団体手数料として日学連に還元

されるが、この内、半額は各支部に還元するものとする。 

    大学生初段の場合は申請料 6,000 円、段位登録加盟団体手数料 2,400 円、各支部還

元金 1,200 円とする。 

 

第 6 条 リーグ編成規定 

    ① 最下部リーグの大学数が６校以下の場合は 1 個のリーグに編成する。 

    ② 最下部リーグの大学数が７校以上 9 校以下のときは、A、B の２個のリーグ編

成として、奇数の場合は最下位１校をくじで A、B どちらかのリーグに入れ

る。 



    ③ 最下部リーグの大学数が 10 校以上の場合は上位６校を１つのリーグとし、残

りを最下部とする。 

    ④ A、B リーグ編成時に棄権などによりリーグ内の大学数が２つのリーグで不均

等になった場合は、大学数の多いリーグから最下位校を、大学数の少ないリー

グへ移動させ大学数が均等になるようにする。 

 

第 6 条の２ 団体戦メンバーが４名未満のチームはオープン参加とし、成績を出さず、下

部リーグへ降格するものとする。なお、同じリーグに４名未満のチームが複

数いる場合は、両チームとも下部リーグへ降格するものとする。なお、４名

未満の場合の試合形式は次のとおりとする。 

    ① A 大学（４名以上）対 B 大学（３名）の場合は、B 大学はトップ（以下、「Ｔ」

という。）を棄権とする。 

    ② A 大学（４名以上）対 C 大学（２名）の場合は、C 大学は T と２試合目（以

下、「２」という。）を棄権とする。 

    ③ B 大学（３名）対 D 大学（３名）の場合は、B 大学及び D 大学とも T を棄権

とする。 

    ④ B 大学（３名）対 C 大学（２名）の場合は、B 大学は T を棄権し、C 大学は

T と２を棄権とする。 

    ⑤ C 大学（2 名）対 E 大学（２名）の場合は、両大学とも T と２を棄権とする。 

２ 団体戦メンバーが４名未満の場合は、日本学生卓球連盟事業実施細則３条に

則り、全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）に出場することはできない。 

 

第 7 条 広告料 

    広告料割当金 

     広告料割当金の設定基準は以下の通りである。 

     春季大会：昨年度の日学連登録人数で設定する。 

     秋季大会：今年度の日学連登録人数で設定する。 

      ５人未満           ：１万円 

      ５人～９人         ：２万円 

      10 人～19 人        ：３万円 

      20 人以上           ：４万円 

     ●集めた広告料が、設定された割当金額未満の場合 

          ➞割当金を納入 

     ●集めた広告料が、設定された割当金額を超過した場合 

          ➞集めた広告料の８割を納入（ただし、割当金額を下回らないことと

する） 



     なお、新規加盟校・大会不参加校は、これを免除する。 

 

第 8 条 表彰規定 

 全日本大学総合選手権大会において、ベスト４以上の成績を残した団体、選手に対

して本連盟より表彰を行う。 

２ 殊勲賞、敢闘賞、新人賞（春季大会のみ）及び最優秀ペア賞の選考方法は、次の通

りである。 

① 殊勲賞は、各部優勝大学から団体戦シングルスの勝数が一番多い選手とし、勝

数が同数の場合はダブルスの勝数も加える。 

② 敢闘賞は、一部団体戦準優勝大学から団体戦シングルスの勝数が一番多い選

手とし、勝数が同数の場合はダブルスの勝数も加える。 

③ 新人賞は、１年生の中から一部団体戦シングルス勝数が一番多い選手とし、勝

数が同数の場合はダブルスの勝数も加える。ただし、個人戦シングルスで優勝

した選手がいる場合はその選手とする。 

④ 最優秀ペア賞は、各部団体戦ダブルスの勝数が一番多い組とする。勝数が同数

の場合は、ゲーム率で決定する。 

 

第 9 条 罰則 

 本連盟に登録している選手が、大会規模にかかわらず所属大学以外のチームで大

会に出場した場合は、次の春季大会又は秋季大会において選手が所属する大学は

ひとつ下位のリーグに降格する。ただし、県等を代表する場合又は就職決定先で出

場する場合は除く。 

 

第 10 条 議事録署名人規定 

     本連盟理事会の議事録は、議事録署名人の署名によって効力を発する。議事録署

名人の指名は議長が行うものとする。 

 議事録署名人の構成は、 

副理事長又は理事より １名 

        幹事長、副幹事長、会計又は書記より１名の２名とする。 

 

第 11 条 ランキングの決定方法 

１． ランキング 

 優勝した選手・組（以下、「者」という。）を１位とし、準優勝した者を２位とす

る。３位以下については、準決勝、準々決勝、ベスト８決定で負けた者の中で以

下の優先事項に従って決定する。 

①ゲームの得失比率 



②ポイントの得失比率 

ただし、上記の方法で決まらない場合はよりランキングが高い者に負けた者を

上位とする。ベスト 16 決定で負けた選手は、よりランキングが高い者に負けた

者を上位とする。 

     年間ランキングは、春季大会と秋季大会のポイントを集計し、ポイントの大きい

順にランキングを決定する。ただし、年間ランキングでポイントが同じ者がいた

場合は、秋季大会のランキング上位の者を上位とする。 

２．ポイント 

春季大会及び秋季大会におけるポイントは、以下のように定める。ダブルスは１

人半分のポイントとする。ただし、全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）

出場を決める場合には、外国人留学生とダブルスを組んでのポイントは０とみ

なす。 

 春季 秋季 

１位 52 点 60 点 

２位 42 点 50 点 

３位 36 点 44 点 

４位 34 点 42 点 

５位 24 点 32 点 

６位 23 点 31 点 

７位 22 点 30 点 

８位 21 点 29 点 

９位 11 点 19 点 

10 位 10 点 18 点 

11 位 ９点 17 点 

12 位 ８点 16 点 

13 位 ７点 15 点 

14 位 ７点 15 点 

15 位 ７点 15 点 

16 位 ７点 15 点 

17 位～32 位 ２点 ４点 

 

第 12 条 内規の改変 

 本内規の改変にあたっては、理事会の承認を得なければならない。 

 

第 13 条 内規の実施時期 

 本内規は平成３年 3 月 10 日よりこれを改正する。 



 本内規は平成 4 年３月 8 日よりこれを改正する。 

 本内規は平成 4 年 3 月 14 日よりこれを改正する。 

        本内規は平成 6 年 5 月 22 日よりこれを改正する。 

 本内規は平成 20 年 8 月 22 日よりこれを改正する。 

本内規は平成 23 年 9 月 8 日よりこれを改正する。 

本内規は平成 26 年 5 月 17 日よりこれを改正する。 

本内規は平成 28 年 5 月 21 日よりこれを改正する。 

本内規は平成 29 年 5 月 19 日よりこれを改正する。 

本内規は平成 30 年 8 月 29 日よりこれを改正する。 

本内規は令和 2 年 1 月 1 日よりこれを改正する。 

本内規は令和５年 5 月 13 日よりこれを改正する。 


